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第3自衛生工学シンポジウム

1995.11北海道大学学術交流会館

4-2 
j憐道のノくックグラウンド地域における

大気粉じん中の水溶』凶郎知こついて

C滞火出駒子、野口泉、大塚英幸
(北提起草案願寺学研究センター〉

1.はじめに

従来より、主に者師部や工場地域叡橡として犬気中エアロゾ〉レを採取し、各地域における

エアロゾソレ及U洛路子濃度の分布や発生源別寄与率等につL、て調査研究を進めてきた。これら

のデータを検討するためには、発生源による影響の少ない地域における濃度(バックグラウン

ド濃度〉を知る必要がある。また、このような清浄地域におけるバックグラウンド濃度を長期

的にそニタリングすることにより、広域的な環境の肉肋tどのように変化しているかの把按}

や、sw等の二次生成樹質の挙動、汚梁物質の中・長距青鰯d迭を紺斤するためのヂータを得る
ことができる。そこで今回は、目的年度より、清浄地域と考えられる3地点におして採取して

し1る浮遊扮じん中の水溶鈎弱音の分析結果につして報告する。

2.誠司採取
(1)棚瀬報地点の概要

制ヰは、図1に示す静内町春別、根室市落石、利
尻島の3地点において採取を行った。静内町春別は

静内町市街地から北東の方向に約20km離れた山間部

に位置している。標高はおよそ700mで、周囲には森
林が広がっている。

根室市落石は根室市街地の南側約20kmにある落石

岬に位置し、太平洋に面している。周囲の地形は平 U

坦で、北側駒1.5kmに落石の集落がある。

利尻島は日本の北端、稚内市の西側約30kmに位置

し、周囲を日本海に囲まれている。形状はほぼ円形

を呈し、島の中央にiま利尻山(海抜1，719.紛がそびえている。謝縮減は島の南側に位置する
仙誌志切子った。海岸から約加の地点に位置し、周間に民家等の発生源はない。

(2)諜i探取方法

ハイボリュウムエアサンプラー(町〉を用いて、毎週月曜9時~水曜9時の48時間、石英繊
維ろ紙上に1，羽oe 1m担の流量で採取した。なお、榔ヰ数は春別:n=95、落石:n=88、利尻:n=70で、
ある。

静内町奉別
@ 

留 l 試料採取地点

3.分析方法

粉じんを評減したろ紙の1116を印dの品物rJ<~こ浸して、 30分超音波抽出を行う。抽出液をポア

サイズMμmのメンブレンフィルターでろ逝麦、イオンクロマト法により陰イオン(Ct，附，
織りを、インドブェノーノレ法により誕百どを、原子動b'e度法により他の陽イオン(N:!+，K+，附，

(13.2つを定量した。

4.結果及び考察

円。
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各地点の浮遊扮じん濃度は春別で3.9，.....，58. 6 μg/m3 

μg!rn3(平均15.6μg!rn3)、落右で2.2'""π4μg!rn3 6IJl 
〈平均18.2μgiJ的、利尻で1.9'""お6μgiJ羽3(平均 40
11. 0μg!rrのであり、落石での平均直が最も高
かった。 20

関2に示すように、各地点ともに、各浪i淀

毎の濃度変動方決きかったれ月平均値をみ 。
ると、朝日では4、5丹及び8月に濃脚立 60

昇する傾向が見られた。落石、手u尻では、春 40
別と同様4、5月に濃度のーと昇が見られ、ま
た、秋季に濃度が高くなる傾向がみられた。 20

逆に、北西の季節風が卓越する冬季に濃度の 8 

上昇が予想されたが、明らかな濃度の土罪は 30

認められなかった。低濃度時の濃度の推移を 一

みると、各地点ともに5'""10μg!rn3の濃度を示ー
し、降雨の状況を考慮すると、浮遊粉じんの 10 

バックグラウンド濃度は10μglrn3程度
F

と考え 0;凶 . 94 

られる。 6~ 7 8 9 101112 1 2 3. 4 5 6 7 8 9 10 1112 12 3 

各成分についてみると、春別においては 卸各地去における大気中浮遊粉じん滋度の変動

蹴》濃度制齢成分よりも高く、0.32，.....，8. 63 
μg!rn3(平均2.39μg!mりであった。落石、手u尻では、N3，+、 q聞の濃度が高く、溶石でN3.+私立--15.8
μg!rn3(平均3.18μgiJ的、 CI-:0. 25'""注目μg!rn3(平均5.05μg!rn3)、手IJ尻Jで財:0.07~7. 66μglrn3(平均
1. 47 /1 g!rn3)、位:0.01 ~ 11. 85μg!rn3(平均1， 99μg!rrわであった。次L 、で~会濃度が高く落石て~Ü28 
~5. 87μ g!rn3(平均1. 73μ g!rn3)、利尻で0. 11~401μgiJ政平均1.40μ仰3)であった。落石、利尻両
地点ともに海岸部に近いことから、海塩の影響を強く受けたと考えられる。特に、落石は海に

固まれた岬の先端に位置しており、海塩による影響を最も強く受けていたと予想される。逆に、

春別は海岸部から加Ikm程はなれた位置にあるため、樹歪の大きし1海塩粒子の影響刻、さかった

と考えられる。

各施予の暫陵激では、落石、利尻における町、 cl明の濃度抑熔(9月'"11月〉に土罪する
傾向がみられた。また、浮遊粉じん濃度と町、Cl-の濃度を地陵すると、同様の季節変動を示

しており、落石、手u尻では海塩駒扮将遊扮じん濃度の変動に大きな影響を与えていることが
認められた。当量濃度による仕組+比の月平均車は朝日で山'""0.71 (金平均0.40)、落否でa槌
'"" 1. 10(全平均1.03)、利尻で0.40~1. 05(全平均0.88)であり、~\ずれもCl-と抱+の当量濃度による
海塩比1.16より低く、 α“の対員を生じてし叱。各地点ともに、夏季にq叩/Na+比カ'/J、さくなる傾
向があり、気温の高~\夏季にiね司の対員がより長賭に生じたものと考えられる。

ぽ，封印\鉛~.では、各地点ともに 4 、 5月に濃度が上昇しており、お麗しだ出む鬼による影

響があったと推察さオL道内からの影響ではなく、汚染空気塊の中または長距離輸送による可

能{幼湾えられた。

図3に、人為的な汚染の影響をみるための指標の1つである非海塩由来のffi42-(n部切れ濃度

の変動を示す。各地点の脳ffi42濃度は、春別でな30，.....，8.51μ凶(平均2.30μ凶〉、落石で0.10'"" 
455μg!rn3(平均0.94μg!rn3)、利尻で0.07'""3. 32μg!rn3(平均1.03μ仰3)であった。各地点ともに1
月~5月及び8月に濃度の上昇がみら払夏季にはこ次生成約舌発になること、冬季には化石

春別

良
U
Q
U
 



鱗ヰの使用量カ糟加することなどが濃度問 μg/rn3 

の要因として考えられる。 8
参加

1993年と1994年の8月の測定値を比較する 6 
と、各地点とも明らかに199咋の濃度が高く 4 

なっているo1993年の夏は記録的な冷夏であ 2 
り、対照的に199伴の夏は札幌でもお℃を超 ー

えるほどの猛暑で、あった2)。この天候の差が v 

濃度差に反映した可能性があり、 199鮮の夏 4 
には二次生成がより活発さを増したことカ1
出掛'42濃度上昇の一因になったことが予想さ

2 

れる。

国設札幌局及び、杓院の郊外にある盟設野
。

幌局での部42-濃度は、札幌局の月平均値でお 4 

よそ3"'8μglm3、野幌局で2"'7μglm3であり3)、
これと上搬すると各地点の濃度はかなり低~\ 2 
値であるが、事騨引こよっては札幌と間レベル

手IJ尻

の濃度を示すこともあり、汚染気塊の流入が o .''iia'''' '" '" "，""'"，'" "'8; '94" '" '" '" '" '" """"" '" "，'1'" '" ""'.""95 
みられた。今後は、気塊の流入経路について

も詳しく検討することれ記要であろう。

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1 2 3 

図3 各地点における大気中nssS042-濃度の変動

表3"'5に各々O:I:也点での各成分間の相関を示す。落石、利尻ともに粉じんと海塩卵子の相

関が高く、この結果からも海長成扮粉じん濃度に大きく影響していることが読み取れる。春

別では粉じんと海塩成分の相関はそれほど高

くはなく、地fhh口部部42“と高~\相関を示して表3 各成分腐の相関(制〉

いたことから、周辺土壌及び輸送されてきた

汚染質か粉じん濃度に影響を与えているもの

Dust NII4' Na' K' 語g" Ca" CI. N03也鉛4'. 初as4s2 

と考えられる。

表6に各成分の地点閥の相関を示すo
nssffi42聞に着目して各地点間の相関をみると、

春別と落石間で高い相関を示している。落石

表4 各成分間の相関(落石〉

Dust 1. 00 
NII4・ 0.62 1.00 
Na' 0.36 悶0.10 1. 00 
K' o. 83 0.51 0.26 1. 00 
N'g%1 0.59 0.09 0.96 0.47 1. 00 
Ca" 。77 0.28 0.41 0.62 0.61 1. 00 
CI. 0.27 -0.20 0.91 o. 18 0.84 0.34 1. 00 
到03. l~ QW l~ lu Qn lD QU 1.00 
鈎4'. 0.74 0.93 o. 15 0.63 o. 35 0.49・0.04 0.31 1. 00 
nss804' 0.720.940.08 0.62 0.29 0.46 -0. 10 0.27 1. 00 

表5 各成分間の相関(利尻)

Dust 限14' Na' K' Mg創 Ca" CI‘ N03・ 804'・出S
初4'

Dust 封114' Na' K' N'gll Call CI. 討03. 804'. 出 S

鉛4'
Dust 1. 00 Dust 1. 00 
持114' 0.38 1.00 NH4' 自.01 1. 00 
Na' 0.96 0.31 1. 00 Na' O. 85 -0. 11 1. 00 
K' O. 93 o. 44 o. 94 1. 00 K' O. n 0.01 0.85 1. 00 
Mg" O. 95 o. 33 o. 99 o. 96 1. 00 Ifg%' 0.83 同0，11 1.000.861.00 
Ca" lM l~ lTI lU l~ 1.00 ca創 O. 77 -0. 05 o. 87 o. 80 O. 88 1. 00 
CI・ lN lU l~ lU lH Q~ 1.00 CI. 0.85同O.14 O. 99 0.81 0.98 0.85 1. 00 
003. l~ ln Q~ QOO l~ l~ lG 1.00 N03. 0.44 -0.15 0.56 0.71 0.59 0.69 0.51 1. 00 
鉛4'・ lM Q~ lH l~ l~ QTI ln lM 1.00 初4' lU lM Q~ QD l~ l~ l~ l~ 1.00 
nss804'・ l~ lW l~ ln lW Q~ l~ Q~ 一也 1. 00 nssぬl' 0.10 0.65 0.15 0.42 o. 19 0.29 0.05 0.35 1. 00 

Dust NH4‘ Na' K' 自g2' Ca2' C1・ N03令 S042• nss 
S042• 

O. 34 O. 21 O. 41 O. 18 O. 44 O. 68 O. 39 O. 50 O. 43 O. 68 

O. 52 O. 56 O. 73 O. 26 O. 71 O. 26 O. 78 o. 37 O. 44 O. 57 
。圃45 O. 00 0.45 0.37 0.43 0.40 0.48 O. 10 0.20 O. 19 
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と利尻聞で相関料民~¥ことを考えると、道内からの汚染の影響も考えられることから、風向を

含めての詳しし1鮒肋泌要とされる。

5.おわりに
今回の擁査におし1て、 ::H施遵のバックグラウンド地域における浮遊扮じλ濃度レベルを拒渥
することができた。しかし、者同域と向レベルの脳部42濃度が出現する場合もみられており、

今後は、気象条件等も含めて汚染気塊の流入経路につして検討してし1くことカ泌療である。ま

た、気象条件の他に金属卵子等につしても測定することにより、 g)42四の汚梁源、を推定した報告

もありの、水溶性駒子のみならず、京姶的に調査を行うことカ泌要である。
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